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Ⅰ 平成２５年度の一般会計予算 

平成２５年度の一般会計の歳入歳出の予算を円グラフと表で現し、平成２４年度の当初予

算額との比較をしています。歳出は、目的別（表２：使用する目的別）と性質別（表３：使

用する性質別）の２表で比較しました。 

１．歳 入【目的別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２５年度一般会計予算歳入（表１）の主な内容については、次のとおりです。 
歳入総額は、５４億５，２２０万５千円となり、対前年度比２億９，７２５万７千円、 

５．２％の減となっています。 
町税については、景気回復の遅れや課税対象者である生産年齢人口の減少があるものの、

個人住民税が税制改正による年少扶養控除の廃止などの影響を受けてやや増加する見込み

です。また、法人町民税、固定資産税及びたばこ税も増加となる見込みから対前年度比 
３，９５８万９千円、１．７％増の２３億８，７１１万５千円を見込んでいます。 
地方譲与税及び各種交付金については、配当割交付金を除き、軒並み減少する見込みとな

り、特に地方消費税交付金の落ち込みが多いことから、交付金等全体で２，５８０万円の減

収を見込んでいます。 
地方交付税については、国の予算総額が減少となる見込みであることから、対前年度比 

１，７４０万円、１．７％減の１０億１，１６０万円を見込んでいます。 
国庫支出金については、社会資本整備総合交付金の減少や本佐倉城跡用地購入事業債元利

償還補助金が終了したことが影響し、対前年度比１億１，４４２万円、２０．８％減の４億

３，６０８万９千円となっています。 
県支出金については、緊急雇用創出補助金の減少や酒々井インターチェンジ関連道路整備

事業終了による県負担金の減少等により対前年度比１億１，４２４万１千円、２７．７％減

の２億９，８３６万３千円となっています。 
繰入金については、東日本大震災復興基金や財源調整となる財政調整基金からの繰入が増

（単位：千円） 

町税 
2,387,115 

地方交付税 
1,011,600 

国庫支出金 
436,089 

町債 
461,700 

繰入金 
321,733 

県支出金 
298,363 

交付金等 
270,900 

諸収入 
129,732 その他 

134,973 

歳入総額 
5,452,205 
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加したものの、酒々井ちびっこ天国基金からの繰入が大きく減少した影響で、対前年度比 
１，３１０万８千円、３．９％減の３億２，１７３万３千円となっています。 
繰越金は、厳しい財政事情の中、歳出額を精査して最小限の予算としているため、前年度

の歳計剰余金（前年度会計で余った資金）を前年度と同様に６，０００万円程度と見込み、

繰越金を３，０００万円としています。〔歳計剰余金の２分の１以上は、財政調整基金に積

み立てることとなっています。〕 
町債については、消防防災施設整備事業債が増加したものの、地方道路整備事業債の減少

により対前年度比４，８４０万円、９．５％減の４億６，１７０万円となっています。 
 

表１ 平成２５年度一般会計 歳入（目的別） 

（単位：千円、％）

1 町 税 2,387,115 43.8 2,347,526 40.8 39,589 1.7

2 地 方 譲 与 税 65,600 1.2 69,900 1.2 △ 4,300 △ 6.2

3 利 子 割 交 付 金 5,700 0.1 6,000 0.1 △ 300 △ 5.0

4 配 当 割 交 付 金 5,600 0.1 5,200 0.1 400 7.7

5 株式等譲渡所得割交付金 1,600 0.0 1,900 0.0 △ 300 △ 15.8

6 地 方 消 費 税 交 付 金 153,400 2.8 164,000 2.9 △ 10,600 △ 6.5

7 自動車取得税交付金 19,000 0.3 25,700 0.4 △ 6,700 △ 26.1

8 地 方 特 例 交 付 金 16,400 0.3 20,000 0.3 △ 3,600 △ 18.0

9 地 方 交 付 税 1,011,600 18.6 1,029,000 17.9 △ 17,400 △ 1.7

10 交通安全対策特別交付金 3,600 0.1 4,000 0.1 △ 400 △ 10.0

11 分 担 金 及 び 負 担 金 55,522 1.0 55,511 1.0 11 0.0

12 使 用 料 及 び 手 数 料 44,876 0.8 45,550 0.8 △ 674 △ 1.5

13 国 庫 支 出 金 436,089 8.0 550,509 9.6 △ 114,420 △ 20.8

14 県 支 出 金 298,363 5.5 412,604 7.2 △ 114,241 △ 27.7

15 財 産 収 入 4,573 0.1 3,803 0.1 770 20.2

16 寄 付 金 2 0.0 2 0.0 0 0.0

17 繰 入 金 321,733 5.9 334,841 5.8 △ 13,108 △ 3.9

18 繰 越 金 30,000 0.5 30,000 0.5 0 0.0

19 諸 収 入 129,732 2.4 133,316 2.3 △ 3,584 △ 2.7

20 町 債 461,700 8.5 510,100 8.9 △ 48,400 △ 9.5

5,452,205 100.0 5,749,462 100.0 △ 297,257 △ 5.2

伸　率構成比 比較増減

合　　　　　計

款
平成２５年度
当初予算額

構成比
平成２４年度
当初予算額
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２．歳 出【目的別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２５年度一般会計予算歳出（表２）の主な内容については、次のとおりです。 
歳出の総額は,歳入と同額の５４億５，２２０万５千円となり,対前年度比２億９，７２５

万７千円、５．２％の減となっています。 
議会費は、対前年度年比２３万５千円、０．２％増の１億２，０４８万２千円となってい

ます。 
総務費については、参議院議員選挙費７６９万４千円、酒々井町長選挙費５９７万３千円、

役場庁舎改修事業２，２５０万４千円、東日本大震災復興基金積立金１，０００万円、土地

評価替業務２０７万９千円の増加、また、千葉県知事選挙費６７０万４千円の減少等により

対前年度比７，３８６万３千円、９．１％増の８億８，９８７万１千円となっています。 
民生費については、総合支援（旧自立支援）給付事業７１２万５千円、身障者施設措置費

１，７９８万４千円、後期高齢者医療事業１，１１４万１千円、国民健康保険特別会計繰出

金３５０万円、介護保険特別会計繰出金１，５８７万８千円、酒々井の里山林協働再生事業

４０２万８千円の増加、また、社会福祉施設等整備費補助事業３，０００万円、児童手当支

給事業１，３９６万５千円、保育園事業１，３４４万８千円の減少等により対前年度比 
１７９万５千円、０．１％減の１４億３，１６０万２千円となっています。 
衛生費については、子ども医療費助成事業２，３２２万４千円、成田赤十字病院医療機器

整備事業３２０万９千円、住宅用太陽光発電設備導入促進事業２１０万円、葬祭組合負担金

２３６万２千円、衛生施設管理組合負担金２７６万６千円の増加、また、印旛広域水道事業

費７１８万４千円の減少等により対前年度比６７３万４千円、１．３％増の５億１，１５５

万４千円となっています。 
農林水産業費については、農業用施設等災害復旧事業３００万円、農業基盤整備事業 

７３万４千円の減少等により対前年度比３７５万２千円、３．１％減の１億１，５７３万円

（単位：千円） 

民生費 
1,431,602 

教育費 
853,628 

総務費 
889,871 

土木費 
445,902 

衛生費 
511,554 

公債費 
477,159 

消防費 
477,606 

商工費 
118,671 

農林水産業費 
115,730 

議会費 
120,482 

予備費 
10,000 

歳出総額 
5,452,205 
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となっています。 
商工費については、酒々井プレミアム・アウトレット内「酒々井コミュニケーションセン

ター」の設置等から観光事業１，７４４万６千円、酒々井ブランド創出事業６６万４千円の

増加、また、酒々井ちびっこ天国運営事業４，２２０万３千円の減少等により対前年度比 
２，２４５万６千円、１５．９％減の１億１，８６７万１千円となっています。 
土木費については、道路改良事業２，３９２万８千円、交通安全対策事業１５３万４千円、

防犯街灯整備事業７１３万９千円、街区公園管理事業７０２万４千円の増加、また、酒々井

IC 関連である地域活性化事業２億７，９２８万９千円、橋梁補修事業３，１２１万８千円、

中央台公園防災等再生事業２，０００万円、下水道事業会計繰出金３，４１２万４千円の減

少等により対前年度比３億５，３１７万３千円、４４．２％減の４億４，５９０万２千円と

なっています。 
消防費については、新規事業として、防災トイレの整備、災害対策用浄水器整備、自主防

災組織貸出支援など消防・防災事業として１，２８０万３千円の増加等により対前年度比 
８５８万５千円、１．８％増の４億７，７６０万６千円となっています。 
教育費については、私立幼稚園就園奨励費補助金１００万１千円、保小中連携事業活動補

助金３０万円、本佐倉城跡整備事業４１５万円、中央公民館エレベーター改修工事９９５万

４千円の増加、また、酒々井小学校借地買取事業２，４７３万７千円、中央公民館耐震診断

事業８２７万４千円の減少等により対前年度比９９０万９千円,１.２％増の８億５，３６２

万８千円となっています。 
公債費については、史跡本佐倉城跡用地先行取得事業の償還が終了したことなどから、対

前年度比１，５４０万７千円、３．１％減の４億７，７１５万９千円となっています。 
 
表２ 平成２５年度一般会計 歳出（目的別） 

（単位：千円、％）

1 議 会 費 120,482 2.2 120,247 2.1 235 0.2

2 総 務 費 889,871 16.3 816,008 14.2 73,863 9.1

3 民 生 費 1,431,602 26.3 1,433,397 24.9 △ 1,795 △ 0.1

4 衛 生 費 511,554 9.4 504,820 8.8 6,734 1.3

5 農 林 水 産 業 費 115,730 2.1 119,482 2.1 △ 3,752 △ 3.1

6 商 工 費 118,671 2.2 141,127 2.4 △ 22,456 △ 15.9

7 土 木 費 445,902 8.2 799,075 13.9 △ 353,173 △ 44.2

8 消 防 費 477,606 8.8 469,021 8.2 8,585 1.8

9 教 育 費 853,628 15.6 843,719 14.7 9,909 1.2

10 公 債 費 477,159 8.7 492,566 8.5 △ 15,407 △ 3.1

11 予 備 費 10,000 0.2 10,000 0.2 0 0.0

5,452,205 100.0 5,749,462 100.0 △ 297,257 △ 5.2

構成比 比較増減 伸　率

合　　　　　計

款
平成２５年度
当初予算額

構成比
平成２４年度
当初予算額
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表３ 平成２５年度一般会計 歳出（性質別） 

（単位：千円、％）

1 人 件 費 1,520,958 27.9 1,492,673 26.0 28,285 1.9

2 扶 助 費 668,889 12.3 633,608 11.0 35,281 5.6

3 公 債 費 477,159 8.7 492,566 8.5 △ 15,407 △ 3.1

義 務 的 経 費 小 計 2,667,006 48.9 2,618,847 45.5 48,159 1.8

4 物 件 費 985,092 18.1 924,995 16.1 60,097 6.5

5 維 持 補 修 費 13,264 0.2 17,467 0.3 △ 4,203 △ 24.1

6 補 助 費 等 791,077 14.5 791,647 13.8 △ 570 △ 0.1

経 常 的 経 費 小 計 4,456,439 81.7 4,352,956 75.7 103,483 2.4

7 普 通 建 設 事 業 費 420,471 7.7 817,641 14.2 △ 397,170 △ 48.6

補 助 事 業 費 142,092 2.6 494,885 8.6 △ 352,793 △ 71.3

単 独 事 業 費 278,379 5.1 322,756 5.6 △ 44,377 △ 13.7

8 積 立 金 40,366 0.7 32,576 0.6 7,790 23.9

9 投 資 及 び 出 資 金 9,511 0.2 16,298 0.3 △ 6,787 △ 41.6

10 貸 付 金 3,000 0.1 3,000 0.0 0 0.0

11 繰 出 金 512,418 9.4 516,991 9.0 △ 4,573 △ 0.9

12 予 備 費 10,000 0.2 10,000 0.2 0 0.0

5,452,205 100.0 5,749,462 100.0 △ 297,257 △ 5.2

構成比 比較増減 伸　率

合　　　　　計

項　　　　　目
平成２５年度
当初予算額

構成比
平成２４年度
当初予算額

内
訳

 

性質別歳出（表３）を見ると、経常的経費のうち義務的経費では、史跡本佐倉城跡用地取

得に係る公債費が減少しています。人件費については、職員の昇給等による増加、扶助費は

児童手当が減少しているものの、子ども医療費や総合支援給付費等が増加したことで、義務

的経費は対前年度比４，８１５万９千円、１．８％増の２６億６，７００万６千円となりま

した。 
物件費については、電気料金値上げ等による増加、酒々井プレミアム・アウトレット内

「酒々井コミュニケーションセンター」の設置等による委託料等が増加したことで対前年度

比６，００９万７千円、６．５％増の９億８，５０９万２千円となりました。 
普通建設事業費については、酒々井 IC 関連である地域活性化事業をはじめとする社会資

本整備総合交付金事業等の減少から、対前年度比３億９，７１７万円、４８．６％減の４億 
２，０４７万１千円となりました。 
積立金については、東日本大震災復興基金積立金の増加により、対前年度比７７９万円、

２３．９％増の４，０３６万６千円となりました。 
繰出金については、下水道事業への繰出金が減少したことなどから対前年度比４５７万 

３千円、０．９％減の５億１，２４１万８千円となりました。 
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Ⅱ 各特別会計 

各特別会計の予算状況は次のとおりです。医療給付費や介護給付費等の増加など、下水道

事業特別会計を除いた各特別会計は年々増加しています。 

 

（単位：千円、％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,488,499 2,431,958 56,541 2.3

下 水 道 事 業 特 別 会 計 403,686 574,045 △ 170,359 △ 29.7

介 護 保 険 特 別 会 計 1,081,493 954,367 127,126 13.3

後期高齢者医療特別会計 162,947 153,359 9,588 6.3

計 4,136,625 4,113,729 22,896 0.6

伸率特別会計名
平成２５年度

当初予算
平成２４年度

当初予算
比較増減

 
 

 

Ⅲ 水道事業会計 

水道事業会計は次のとおりです。独立採算制で経営されており、経営努力により経費の削

減を図っていますが、今後施設等の老朽化から資本的支出の増加が見込まれます。 

 

（単位：千円、％）

510,920 483,298 27,622 5.7

営 業 収 益 482,968 465,145 17,823 3.8

営 業 外 収 益 27,952 18,153 9,799 54.0

431,264 423,163 8,101 1.9

営 業 費 用 378,246 371,554 6,692 1.8

営 業 外 費 用 51,018 49,609 1,409 2.8

予 備 費 2,000 2,000 0 0.0

46,558 107,342 △ 60,784 △ 56.6

分 担 金 及 び 負 担 金 46,558 107,342 △ 60,784 △ 56.6

358,235 509,463 △ 151,228 △ 29.7

建 設 改 良 費 260,723 415,797 △ 155,074 △ 37.3

企 業 債 償 還 金 95,512 91,666 3,846 4.2

予 備 費 2,000 2,000 0 0.0

水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 費 用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

伸率企業会計収支
平成２５年度

当初予算
平成２４年度

当初予算
比較増減

 
 



 7 

Ⅳ 町のローン残高（地方債の状況） 

町債は、主に道路や施設等を整備するために町が借り入れるお金です。 

過去の借金の返済は進んでいますが、近年は町が国の代わりに借金する「臨時財政対策債」

の借入金残高が増加しています。                  （単位：千円） 

一 般 会 計 4,714,156 45,054 4,759,210

下水道事業特別会計 1,111,389 △ 50,424 1,060,965

水 道 事 業 会 計 1,146,707 △ 95,512 1,051,195

6,972,252 △ 100,882 6,871,370

平成２５年度末見込額

計

会　　計　　名 平成２４年度末見込額 平成２５年度中の増減

 

Ⅴ 町の貯金残高（基金残高） 

基金は、町が予算を編成する際の財源補てんや特定の目的のために積み立てている貯金で

す。個人で例えると財形貯蓄、住宅積立金、学資積立金などに当たり、後年度の資金需要や

財源不足に備えるためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２４年度末見込額は、平成２５年度予算編成時点での見込額となりますので、実際

の基金額とは異なる場合があります。 

【一般会計】 （単位：千円）

基　金　名　称
平成２４年度末
見　　込　　額

平成２５年度中
増減見込額

平成２５年度末
見　　込　　額

１．財政調整基金 877,641 △ 249,897 627,744

２．減債基金 630 1 631

３．都市開発基金 30,574 26 30,600

４．地域福祉基金 11,852 4 11,856

５．児童・生徒国際交流振興基金 14,284 △ 1,396 12,888

６．ちびっこ天国基金 322,420 △ 14,436 307,984

７．農業基盤整備基金 60,051 20,049 80,100

８．東日本大震災復興基金 19,004 △ 1,219 17,785

９．社会資本等整備基金 10,000 0 10,000

10．土地開発基金 2,506 1 2,507

計 1,348,962 △ 246,867 1,102,095

【国民健康保険特別会計】 （単位：千円）

基　金　名　称
平成２４年度末
見　　込　　額

平成２５年度中
増減見込額

平成２５年度末
見　　込　　額

１．財政調整基金 23,530 △ 20,268 3,262

２．高額療養費貸付基金 3,000 0 3,000

計 26,530 △ 20,268 6,262

【介護保険特別会計】 （単位：千円）

基　金　名　称
平成２４年度末
見　　込　　額

平成２５年度中
増減見込額

平成２５年度末
見　　込　　額

１．介護給付費準備基金 201,338 △ 16,552 184,786

【下水道事業特別会計】 （単位：千円）

基　金　名　称
平成２４年度末
見　　込　　額

平成２５年度中
増減見込額

平成２５年度末
見　　込　　額

１．下水道事業基金 87,008 △ 47 86,961
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Ⅵ 平成２５年度の酒々井さん家の家計 

平成２５年度一般会計の予算案について、１億円を１万円に置き換えてひと月の家計のや

りくりに例えてみました。 
酒々井さんの月収（町税収入）は２３万９千円で、昨年度から４千円の給料アップとなり

そうです。そして、奥さんのパート収入（施設使用料、手数料など）は１万円で同額ですが、

親からの援助（交付税、国・県補助金など）は２０万２千円で、昨年度から２万７千円減る

ことになりそうです。不足分は、貯金の取り崩し（基金繰入金など）、さらに借金（町債）

をして家計をやりくりしています。 
食費（給料、報酬などの人件費）は昨年度から３千円増え、医療費や養育費（医療費助成

や児童手当などの扶助費）も４千円増え、光熱水費も５千円増える見込みから、増改築（道

路などの建設改良費）に使えるお金は４万円減ることになり、家計はさらに苦しくなりそう

です。 
過去の借金（町債残高）は４７万１千円から５千円増えて４７万６千円になる見込みです

が、月々の返済額は４万９千円から１千円減り、４万８千円になる見込みです。 
 
 
 

 

夫の給料

23.9万円

妻のパート収

入

1万円

親からの援

助

20.2万円

借金

4.6万円

貯金の取崩し

3.2万円

雑収入

1.6万円

収入

食費

15.2万円

医療費や養育

費

6.7万円

ローンの返済

4.8万円

家の増改築費

4.2万円

光熱水費な

ど

17.8万円

他の生活費

5.8万円

支出
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Ⅶ 平成２５年度の国から町への財源補てん（親からの援助） 

すべての地方団体が一定の行政サービスを提供できるよう財源を保障するため、地方の固

有財源として地方交付税が配分されています。しかしながら、国の三位一体の改革などによ

って地方交付税の一部が「減税補てん債（平成１８年度をもって制度廃止）」や「臨時財政

対策債」などの借入金に振り替えられています。 

平成２５年度の国からの財源補てんについて、地方交付税と臨時財政対策債への振替など

により、１４億１００万円を見込んでいます。 

 

  

国からの財源補てんの推移 

単位：百万円 

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

普通交付税 662 695 553 623 698 771 897 1,005 992 947 

特別交付税 117 93 83 79 103 110 124 150 64 64 

減税補てん債 48 32 25               

臨時財政対策債 357 274 258 235 220 321 427 390 389 390 

計 1,184 1,094 919 937 1,021 1,202 1,448 1,545 1,445 1,401 

 

 ※ 平成１６年度から平成２３年度までは決算額で、平成２４年度は決算見込額，平成２５年度は予算額です。 


